
日野川ブロック河川整備計画の変更について
凡例
①国管理区間
②九頭竜川水系下流部ブロック
③九頭竜川水系中流部ブロック
④九頭竜川水系上流部ブロック
⑤九頭竜川水系日野川ブロック
⑥九頭竜川水系足羽川ブロック

第13回九頭竜川流域懇談会
（R4.7.13）
資料ʷ①
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今回の主な変更点
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① 狐川
⇒令和元年度で全工事区間の整備を完了したため、
河川整備の実施に関する事項を削除する

② 志津川
⇒新たに河川整備の実施に関する事項について
定める



【日野川ブロック】計画的に工事を実施する区間

（１）日野川 ①清水山工区

福井市清水山町

L=約100m（護岸工，橋梁架替）

（２）（３）江端川

福井市江端町～下河北町

L=約2,600m（河道拡幅，河床掘削，護岸工）

浅水川（完了） 削除済

福井市三尾野町(日野川合流点)

～鯖江市鳥羽町(福井鉄道橋梁)

鞍谷川（完了） 削除済

鯖江市下河端町(浅水川合流点)

～越前市新堂町(服部川合流点)

（３）（４）河和田川

鯖江市落井町(鞍谷川合流点)～河和田町(天神川合流点)

L=約4,200m（築堤工，河道拡幅，河床掘削，護岸工）

（４）（５）服部川

越前市新堂(鞍谷川合流点)～朽飯町(水間川合流点)

L=約2,500m（河道拡幅，河床掘削，護岸工）

（５）（６）天王川

越前町市（市姫橋）～宝泉寺

L=約2,000m（築堤工，河道拡幅，河床掘削，護岸工）

（７）（８）鹿蒜川

南越前町今庄（今庄橋）～南今庄

L=約800m（河道拡幅，河床掘削，護岸工）

（８）狐川（完了） 今回削除

福井市角折町(日野川合流点)～福井市花堂中2丁目

L=約6,500m

（自然観察拠点，階段，飛び石，魚道，植栽）

福井市角折町(狐川排水機場) 排水ポンプの増設

（１）日野川 ③下平吹工区

越前市下平吹町

L=約400m（築堤工，護岸工）

（１）日野川 ②村国工区

越前市村国

L=約350m（築堤工，護岸工）

赤文字は今回変更箇所を示す。

（６）（７）吉野瀬川・吉野瀬川放水路

越前市家久町～芝原１丁目 L=約2,400m

鯖江市鳥井町～下司町 L=約630m（今回追加）

（放水路，築堤工，河道拡幅，河床掘削，護岸工）

ダム

（２）志津川 今回追加

福井市大森町～福井市滝波町

L=約2,200m（河道拡幅，河床掘削，護岸工）
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（履歴）
平成19年2月 策定
平成21年8月 第1回変更

（吉野瀬ダム変更）
平成29年9月 第2回変更

（吉瀬川放水路変更）
平成31年3月 第3回変更

（服部川変更）
令和4年 第4回変更

（今回）



①狐川
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進捗点検（第１０回九頭竜川流域懇談会（H30.5.29））

工事期間 平成１８年度～平成３１年度
整備進捗率 ９７％（平成３０年度時点） で報告

第１０回九頭竜川流域懇談会 資料２「日野川ブロック河川整備計画の点検個票」P.20～21より抜粋



河川整備計画の記載削除

平成29年9月（旧）
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○狐川においては整備計画に記載された工事が全て完了したため、記載を削除する。

削 除



②志津川
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流域概要

工事区間
Ｌ＝約2,200m

志津川
滝波川

平尾川

山内川

日野川

8

【志津川流域の概要】
流域面積 ： 32.2 km2

幹川流路延長 ： 8.97 km
流域内人口 ： 約4,100人※
主な市町村 ： 福井市
※福井市人口統計より算出

滝波川

滝波ダム

P
十郷排水機場

大廻排水機場
P

滝波ダム
【目的】農地における洪水被害を防
止するために洪水調節を行う。
【構造】ロックフィルダム
【計画総調節量】426,000㎥



１ 1

2

河道状況

• 下流区間は築堤河川であり、堤内地は耕作地となっている。
• 上流区間においては、河床勾配がややきつく、両岸に家屋が近接している。

写真②上流区間

写真①下流区間
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令和３年７月２９日の降雨

10滝波ダム 小羽

滝波ダム 小羽

最大60分雨量56mm
最大60分雨量74mm

• 台風から変わった日本海の低気圧に向かって暖かく湿った空気が北西から流入
• 福井市を中心に局地的に猛烈な降雨を観測
• 志津川流域周辺の雨量観測所で記録された当時の雨量を見ると、志津川上流域で特に大きな雨量を観

測した。（上流：滝波ダム雨量観測所で60分雨量74mm、下流：小羽雨量観測所で60分雨量56mm）

志津川流域 志津川流域

日本気象協会資料に追記日本気象協会資料に追記 日本気象協会資料に追記

志津川流域

7月29日 7時 7月29日 9時7月29日 8時

志津川
7:50 8:50 7:40 8:40



破堤箇所

越水・溢水箇所

浸水範囲

床上9棟床下25棟

令和３年７月２９日の洪水被害

固定堰

志津川

• 令和3年7月29日に志津川で越水、堤防の決壊が発生し、家屋に浸水被害（床上9棟、床下25棟）が発生。
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志津川橋

固定堰

１

２
３

7/29 14時

志津川

床上浸水 9棟
床下浸水25棟

浸水範囲
堤防決壊箇所

山内川

３

２



令和３年７月２９日降雨における滝波ダムの洪水調節効果

• 28日13時からの24時間雨量は滝波ダム雨量観測所で250mmとなった。
• 滝波ダムで洪水流量のカットをしていた。また、滝波川ピーク時刻を破堤推定時刻9時より遅らせてい

る。

滝波ダム雨量観測所 毎10分雨量

54m3/sの低減

40分の遅れ

55m3/s

1m3/s

9:10 9:50
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福井四ヶ浦線

滝波川

余水吐き

調節工

堤体

滝波ダム
【目的】農地における洪水被害を防止するために洪水調節を行う。
【構造】ロックフィルダム
【計画総調節量】426,000㎥

最大60分雨量
74mm



志津川の改修状況、工事区間
• 日野川合流点～固定堰（明寺橋付近）までは185㎥/ｓを目標流下能力とした改修が完了している。
• 未改修区間のうち、R3.7.29洪水で浸水被害が発生した区間を工事区間とする。

小
羽
橋

明
寺
橋

六
才
橋

三
和
橋
（
歩
行
者
道
）

志
津
川
橋

清
水
橋

志
津
川
水
門

可
動
堰

S48～54河川局部改良
L=0.8km

S54～59河川局部改良
L=0.6km

固
定
堰

可
動
堰

S36～47小規模河川改修
L=1.2km

計画基準点

R3.7.29堤防決壊箇所
(左岸L=32.2m)

鳴
谷
橋

S40～43災害関連事業
L=2.1km

改修済み未改修
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滝波川
滝波ダム

40.6m

17.3m

3.
7m

HWL

改修済区間の横断図

0.6m 0.6m

下流区間
L=1.4km

固
定
堰

上流区間
L=0.8km

工事区間L=2.2km



災害復旧計画（下流区間1.4km)

• 越水および破堤が発生した区間は、「越水させない原形復旧」として、復旧対象流量を安全に流下で
きるように、被災流量で河川災害復旧事業を行う。

• 下流で流下能力が不足する未改修区間については、防災・減災対策等強化推進事業費を活用して、河
川災害復旧事業の区間と同規模の改修を行う。
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越水させない原形復旧
越水により、堤防等の施設に被害が

生じた場合、被災箇所の原形復旧に当
たり、上下流の河川改修計画と整合性
の図れる範囲で、堤防の嵩上げ等を実
施し、再度災害を防止する。

復旧対象流量：当該災害を与えた洪水
を対象とした降雨により流量を算出
（被災流量）

越水区間で洪水痕跡を確認して
被災流量を推定 堤防決壊箇所



被災流量の算定

• 痕跡を複数個所で確認し、その中で高い位置として２地点を選定
→NO.24右岸、 NO.26+6.8右岸（流されてきた枯草を確認）

• 2地点において、HQ式（水位と流量の関係式）から被災流量を推定。150㎥/sを被災流量とした。

測点NO NO.24 NO.26+6.8
痕跡水位 TP.16.75m TP.16.90m
推定流量 149m3/s 149m3/s

痕 跡

NO.24

拡大

拡大

NO.26+6.8

枯葉

堤防天端

180mm

枯葉
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河川整備計画の変更内容（新規）
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現場状況

堤防決壊箇所

1

3

2

写真①

写真②

写真③

撮影日：令和４年６月２３日

• 10工区に分割し
令和４年１月より契約

• 令和４年３月より現場着手
• 令和４年度末完了予定

17


